

















西日本謡方言には ｢シテ (テ形)+オル (存在動詞)｣の文法化によっ

































































シトル系形式- [シテ (テ形)+おる (空間的存在動詞)]
(限界達成後)
シヨル系形式- [シ (連用形)+おる (空間的存在動詞)]
(限界達成前)
シトク系形式- [シテ (テ形)+置く (空間的配置動詞)]
(限界達成後)


































この方言では､シテョルが､ (変化過程) (将前 (非実現))の場合だ













跡) (効力 (経験 ｡記録)のような (終了限界達成後の段階)を表す
のは､ トル系形式だけであって､この点における方言間の違いはまっ
たくない｡




























①非内的限界動詞 (主体動作動詞)の (動作過程) (反復 ｡習慣)は､
ヨル､ トルの2つの形式の使用が可能である｡













動詞 (主体動作動詞)の場合に (動作過程)や (反復 ｡習慣)の意味を卜
8ル系形式でも表現できるようになったとはいっても､これがただちに､ヨ
ル系形式の衰退 (不使用)には､つながってはいないことである｡実際問
題､ トル系形式が依然として (結果) (形跡) (効力)の意味を表すとす















J利妨大島方言型 : 非関与- 相互排除型





















































さきにケーキつくりヨルよ｡ (叙述 (記述)/話し手の意図 (決意))
さきにケーキつくりヨクよ｡ (話し手の意図 (決意))
さて､この意図性 (モダリティ-)と絡み合ったトク/ヨクのアスペク














































｡本よん ドルよ｡ (限界達成後 ｡前)
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